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速
か
つ
円
滑
な
物
流
の
実
現
等

の
た
め
、
三
大
都
市
圏
環
状
道

路
等
を
中
心
と
す
る
根
幹
的
な

道
路
網
を
重
点
的
に
整
備
。
特

に
、
計
画
的
な
整
備
の
た
め
事

業
進
捗
を
図
る
必
要
の
あ
る
事

業
を
強
力
に
推
進
。

○
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

地
域
・
拠
点
の
連
携
確
保

要
望
額
：
２
，
６
２
４
億
円

　

個
性
あ
る
地
域
や
コ
ン
パ
ク

ト
な
拠
点
を
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
ぎ
、
距
離
の
制
約
を

克
服
し
、
国
全
体
の
連
結
を
強

化
す
る
た
め
、
シ
ー
ム
レ
ス
な

高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

を
整
備
。
特
に
、
計
画
的
な
整

備
の
た
め
事
業
進
捗
を
図
る
必

要
の
あ
る
事
業
を
強
力
に
推

進
。

○
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
更
な

る
推
進

要
望
額
：
９
６
３
億
円

　

予
防
保
全
へ
の
転
換
に
向
け

た
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装

等
の
点
検
、
診
断
、
措
置
、
記

録
を
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

つ
つ
着
実
に
実
施
。
特
に
、
こ

れ
ま
で
の
点
検
結
果
に
基
づ
く

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
等
の

計
画
的
な
修
繕
を
強
力
に
推

進
。

《
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
》

　

近
年
の
激
甚
化
・
頻
発
化
す

る
災
害
や
急
速
に
進
む
施
設
の

老
朽
化
等
に
対
応
す
る
べ
く
、

災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
構
築
す
る
た

め
、
令
和
３
年
４
月
に
各
都
道

府
県
に
お
け
る
５
か
年
の
具
体

的
な
事
業
進
捗
見
込
み
等
を
示

し
た
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
に
向
け
た
道
路
の
５
か
年

対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
着
実
に

推
進
し
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
や
老
朽
化
対
策

等
の
抜
本
的
な
対
策
を
含
め

て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
の
加
速
化
・
深
化
を

図
る
。

　

ま
た
、
施
策
の
実
施
状
況
の

評
価
な
ど
「
国
土
強
靱
化
実
施

中
期
計
画
」
に
向
け
た
検
討
を

最
大
限
加
速
化
し
、
２
０
２
４

年
度
の
早
期
に
策
定
に
取
り
掛

か
る
。

《
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を

踏
ま
え
た
対
応
》

《
重
要
政
策
推
進
枠
に
つ
い

て
》

　

「
令
和
７
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
」
（
令
和
６
年

７
月
29
日
閣
議
了
解
）
に
従

い
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
」
及

び
「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画

２
０
２
４
年
改
訂
版
」
（
令
和

６
年
６
月
21
日
閣
議
決
定
）
等

を
踏
ま
え
た
重
要
な
政
策
に
つ

い
て
、
「
重
要
政
策
推
進
枠
」

と
し
て
以
下
を
要
望
す
る
。

○
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化

要
望
額
：
２
，
５
３
７
億
円

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

物
流
危
機
の
解
決
に
資
す
る
迅

　

平
成
25
年
度
の
道
路
法
改
正

等
を
受
け
、
平
成
26
年
度
よ
り

道
路
管
理
者
は
全
て
の
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
、
道
路
附
属
物
等
に

つ
い
て
、
５
年
に
１
度
の
点
検

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
に
１
巡
目
点

検
、
令
和
５
年
度
に
２
巡
目
点

検
が
完
了
し
、
令
和
６
年
度
か

ら
３
巡
目
点
検
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
回
、
令
和
５
年
度
ま

要
求
概
要

要
求
概
要

〈
１
面
よ
り
〉

　

近
年
の
災
害
の
激
甚
化
・
頻

発
化
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に

「
被
災
す
る
道
路
」
か
ら
「
救

援
す
る
強
靱
道
路
」
と
し
て
強

靱
で
信
頼
性
の
高
い
国
土
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
急
速
に
進
展
す

る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
を
克
服

し
、
良
好
な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
誰
も
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
す
。

（
２
）
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行

き
交
う
こ
と
で
活
力
を
生
み
出

す
社
会

　

社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上

に
よ
る
経
済
成
長
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
経
済
成
長
を
支
え

る
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
を

安
全
で
円
滑
に
行
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
高
規
格
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
国
土
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
拠
点
の
構
築
、

物
流
を
支
え
る
た
め
の
環
境
整

備
を
行
い
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
道
路
の
機
能
を
進

化
さ
せ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が

国
土
全
体
を
行
き
交
う
活
力
あ

ふ
れ
る
社
会
を
目
指
す
。

（
３
）
時
代
の
潮
流
に
適
応
し

た
ス
マ
ー
ト
な
社
会

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た
動
き
、
デ
ジ
タ

ル
化
や
デ
ー
タ
活
用
の
急
速
な

進
展
、
働
き
方
改
革
実
現
に
向

け
た
取
組
な
ど
、
世
界
全
体
の

経
済
構
造
や
競
争
環
境
が
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
つ
つ
あ

る
。
日
本
の
総
排
出
量
の
約
16

％
を
占
め
る
道
路
分
野
に
お
い

て
、
質
の
高
い
道
路
イ
ン
フ
ラ

と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
渋
滞
な

ど
の
課
題
解
決
や
効
率
的
に
自

動
車
を
走
行
さ
せ
る
工
夫
、
道

路
交
通
の
グ
リ
ー
ン
化
支
援
な

ど
、
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
自
動

運
転
の
普
及
・
促
進
に
向
け
た

支
援
や
革
新
的
な
技
術
を
活
用

し
た
次
世
代
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
道
路
管
理
や
行

政
手
続
き
の
省
力
化
・
効
率
化

を
推
進
し
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
ス
マ
ー
ト
な
社
会
の
実

現
を
目
指
す
。

（
４
）
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会

　

今
後
、
都
市
・
中
山
間
地
域

問
わ
ず
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
高
齢
者
、
子
供
、
障
が

い
者
を
含
む
全
て
の
人
の
生
活

・
生
業
が
持
続
可
能
で
、
か
つ

人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
環
状
道
路
等
の
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展

に
よ
り
生
ま
れ
る
都
市
内
の
空

間
の
ゆ
と
り
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
工
夫
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

で
良
好
な
環
境
や
景
観
等
を
備

え
た
、
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会
を
目
指
す
。

※
前
記
の
ほ
か
、
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
」
（
令
和
５
年
12
月
26

日
閣
議
決
定
）
、
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
４
」
（
令
和
６
年
６
月

21
日
閣
議
決
定
）
、
「
新
し
い

資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
及
び
実
行
計
画
２
０
２
４
年

改
訂
版
」
（
令
和
６
年
６
月
21

日
閣
議
決
定
）
、
「
国
土
形
成

計
画
（
全
国
計
画
）
」
（
令
和

５
年
７
月
28
日
閣
議
決
定
）
、

「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」

（
令
和
５
年
７
月
28
日
閣
議
決

定
）
等
を
ふ
ま
え
、
道
路
施
策

を
推
進
。

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽

く
す
と
と
も
に
、
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
緊

急
提
言
」
（
令
和
６
年
６
月
28

日
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会
）

を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
回
の
地
震

等
を
教
訓
と
し
た
災
害
対
応
力

の
強
化
を
図
る
。

《
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
》

　

２
０
３
０
年
温
室
効
果
ガ
ス

２
０
１
３
年
比
46
％
削
減
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、

「
道
路
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
戦
略
（
令
和

６
年
内
策
定
予
定
）
」
の
４
つ

の
基
本
方
針
で
あ
る
、
道
路
交

通
の
グ
リ
ー
ン
化
を
支
え
る
道

路
空
間
、
低
炭
素
な
人
流
・
物

で
の
点
検
や
診
断
結
果
、
措
置

状
況
等
を
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
年
報
」
と
し
て
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

【
主
な
ポ
イ
ン
ト
】

１
．
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
道
路

附
属
物
等
の
点
検
実
施
状
況

◇
２
巡
目
（
平
成
31
～
令
和
５

年
度
）
の
点
検
実
施
状
況
は
、

橋
梁
：
99
・
４
％
、
ト
ン
ネ
ル

：
98
・
６
％
、
道
路
附
属
物
等

：
99
・
３
％
と
、
概
ね
１
０
０

％
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
橋
梁
の
修
繕
等
措
置
の
実

施
状
況

◇
１
巡
目
（
平
成
26
～
平
成
30

年
度
）
点
検
で
、
判
定
区
分
Ⅲ

・
Ⅳ
※
の
橋
梁
に
お
け
る
修
繕

等
措
置
の
着
手
率
は
、
国
、
高

速
道
路
は
１
０
０
％
の
一
方
、

地
方
公
共
団
体
は
83
％
と
約
２

割
が
未
着
手
と
低
水
準
に
な
っ

て
い
る
。

※
判
定
区
分
Ⅲ
：
早
期
に
措
置

を
講
ず
べ
き
状
態
、
判
定
区
分

Ⅳ
：
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き

状
態

◇
１
巡
目
点
検
で
判
定
区
分
Ⅲ

・
Ⅳ
の
橋
梁
を
管
理
す
る
地
方

公
共
団
体
１
，
７
１
２
団
体
の

橋梁等の令和５年度橋梁等の令和５年度
点検結果とりまとめ点検結果とりまとめ

道路メンテナンス年報
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen_maint_index.html

流
へ
の
転
換
、
道
路
交
通
の
最

適
化
、
道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
の
低
炭
素
化
の
取
組
を

推
進
す
る
。

《
道
路
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ
の
推

進
》

　

道
路
を
安
全
に
賢
く
使
い
、

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
、
新
技
術
の
導
入
や
デ
ー
タ

の
利
活
用
等
に
よ
り
道
路
の
調

査
・
工
事
・
維
持
管
理
等
の
高

度
化
・
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、

特
殊
車
両
通
行
手
続
き
等
の
行

政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
自

動
運
転
の
普
及
・
促
進
に
向
け

た
道
路
側
か
ら
の
支
援
を
行
う

等
、
道
路
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ
の

取
組
「
ｘ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」
を
加
速

す
る
。

《
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策

の
推
進
》

　

令
和
３
年
６
月
28
日
に
発
生

修
繕
等
措
置
の
着
手
率
は
、

・
着
手
率
１
０
０
％
が
８
９
４

団
体
（
52
％
）

・
着
手
率
50
％
以
上
１
０
０
％

未
満
が
６
５
９
団
体
（
39
％
）

・
着
手
率
50
％
未
満
が
１
５
９

団
体
（
９
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
修
繕
が
必
要

な
橋
梁
に
対
す
る
措
置
の
実
施

状
況
に
差
が
あ
る
状
況
で
あ

る
。

◇
１
巡
目
点
検
で
、
判
定
区
分

Ⅲ
・
Ⅳ
の
橋
梁
に
お
け
る
修
繕

等
措
置
の
完
了
率
は
、
全
体
で

67
％
と
約
３
割
で
未
完
了
、
ま

た
、
他
の
橋
梁
と
比
べ
て
跨
線

橋
は
59
％
と
低
水
準
に
な
っ
て

い
る
。

３
．
措
置
が
必
要
な
橋
梁
の
状

況◇
２
巡
目
点
検
終
了
時
で
、
１

巡
目
点
検
終
了
時
と
比
較
し
て

建
設
後
50
年
を
経
過
し
た
橋
梁

数
が
増
加
（
約
13
万
橋
→
約

21
万
橋
）
し
て
い
る
一
方
、
判

定
区
分
Ⅲ
、
Ⅳ
の
橋
梁
数
は
着

実
に
減
少
（
約
６
・
９
万
橋
→

約
５
・
６
万
橋
）
し
て
い
る
。

し
た
千
葉
県
八
街
市
で
の
交
通

事
故
を
受
け
、
関
係
機
関
等
と

の
連
携
の
も
と
実
施
し
た
通
学

路
に
お
け
る
合
同
点
検
の
結
果

を
踏
ま
え
、
道
路
管
理
者
の
対

策
必
要
箇
所
に
お
い
て
、
個
別

補
助
制
度
等
を
活
用
し
、
残
る

歩
道
整
備
等
の
通
学
路
の
交
通

安
全
対
策
を
引
き
続
き
早
急
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
通
学
路

等
に
着
目
し
た
各
種
デ
ー
タ
分

析
に
基
づ
く
「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ

ス
」
の
導
入
促
進
な
ど
、
面
的

な
対
策
を
推
進
す
る
。

　

前
記
の
ほ
か
、
現
在
実
施
し

て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利
用

す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対

す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最

大
割
引
率
の
拡
充
措
置
（
40
％

→
50
％
）
の
効
果
を
検
証
し
つ

つ
、
措
置
の
必
要
性
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
。


